
鯖江市総合戦略　体系図

　　　　　　　　　　　基本目標
　青字：目標達成に向かっている
　黄字：改善しているがぷぴ度が遅い
　赤字：後退している

基本施策 　　　　　KPI（主な重要業績評価指数） 単位 現行戦略の現状値 現行戦略の目標値

　　　　　　　実績値
　青字：目標達成見込み
　黄字：改善しているが遅
い
　赤字：後退している

新たな目標値（Ｒ6年度） 実施施策 主要な事業

魅力ある雇用の創出

眼鏡のチタン加工技術を活かした新産
業の創造

・成長分野の技術開発、海外販路開拓件数 件（累計） ３　（Ｈ26年度） １８　（Ｒ1年度） ２７ （Ｈ30年度） 40　（Ｒ6年度）
・企業の経営基盤強化
・創業等の支援

・制度融資事業（中小企業振興資金、
小規模企業者特別資金、開業支援資
金など）
・創業・第２創業、異分野進出事業
・新産業創造支援事業
　（メディカルバレー創出支援事業）
　（鯖江発ウエアラブル端末開発支援
事業）
・ＵＩターン者創業支援事業

若者に魅力ある働く場の確保

・企業立地交付決定件数

・サテライトオフィス誘致件数

・若者（～30代）が働きやすい環境が充実し
ていると感じる人の割合

件（累計）

件（累計）

％

８
（Ｈ26年度までの5ヵ年）

３　（H29年度）

５４.８　（Ｈ24年度）

１８　（Ｒ1年度）

５　（Ｒ1年度）

６０　（Ｒ1年度）

２１
（Ｈ30年度までの9ヵ年）

５　（H30年度）

７５.０　（Ｈ30年度）

３１　（Ｒ6年度）

８　（Ｒ6年度）

８０.０　（Ｒ6年度）

・企業立地の推進
・若者の就労機会の確保
・（再掲）創業等の支援

・工場立地助成事業
・ＩＴ企業の誘致
・サテライトオフィス誘致事業
・Ｕ・Ｉターン移住就職等支援事業
・大学連携によるインターンシップ事業
・ハローワーク武生との雇用対策協定
に基づく支援事業
・（再掲）創業・第２創業、異分野進出
事業
・（再掲）ＵＩターン者創業支援事業
・空き家再生等推進事業

女性が輝くまちの創造

・女性就業率

・共働き世帯率

・女性起業家数

・職場において男女の扱いが平等であると感
じている人の割合

・女性活躍推進事業採択数

・審議会等における女性登用率

％

％

人（累計）

％

件（累計）

％

５２.５　（Ｈ22年度）

５８.７　（Ｈ22年度）
　

２　（Ｈ26年度）

２８.１　（Ｈ26年度）
+F6

５５.５　（Ｒ2年度）

６３　（Ｒ2年度）
　

１２　（Ｒ1年度）

４０　（Ｒ1年度）

５５.１　（Ｈ27年度）

６２.５　（Ｈ27年度）
　

２０　（Ｈ30年度）

２７．０　（Ｈ30年度）

３２.１（Ｈ30年度）

５７.５　（Ｒ7年度）

６５.８　（Ｒ7年度）

３２　（Ｒ6年度）

別の計画で今年度設定

１８　（Ｒ6年度）

別の計画で今年度設定

・(再掲)創業等の支援
・女性の活躍支援
・ワーク・ライフ・バランスの推進

・(再掲)創業・第２創業、異分野進出事
業
・（再掲）ＵＩターン者創業支援事業
・女性の活躍顕彰事業
・ジェンダー平等、女性のエンパワーメ
ントおよび再チャレンジ支援事業
・女性活躍プラットフォーム事業
・わたしの日プロジェクト
・ワーク・ライフ・バランス推進事業
・中小企業の子育て・介護応援事業
・女性活躍推進事業

楽しくてもうかる農業経営の確立

・新規就農者数

・農地維持活動実施面積

・持続性のある農業が確立されていると感じ
ている人の割合

人（累計）

％

％

９
（Ｈ26年度までの５ヵ年）

８３.８　（Ｈ26年度）

７６.９　（Ｈ24年度）

２１
　（Ｒ1年度までの9ヵ年）

８８　（Ｒ1年度）

８０　（Ｒ1年度）

１５
（Ｈ30年度までの8ヵ年）

８９.０　（Ｈ30年度）

７８.６　（Ｈ30年度）

２１　（Ｒ6年度）

９０.０　（Ｒ6年度）

８２　（Ｒ6年度）

・農業の担い手づくり
・６次産業化の支援
・農業、農村の多面的機能の維
持、発揮
・農業基盤の整備促進
・人と生き物の共生の推進

・Nextファーマー育成事業
・農地中間管理事業
・農業の６次産業化応援事業
・地域経済循環創造事業
・水田園芸産地育成促進事業
・（再掲）スマート農業の促進
・多面的機能支払交付金事業
・農業基盤整備促進事業
・鳥獣害のない里づくりマスタープラン
推進事業

　【成果指標】・・・H31年度に
・成長分野における従業者数　２５０人
　　　　　　　　　　 ２３５人 （Ｈ30年度）

　　　　　　　　　　３３０人（Ｒ6年度）

既存産業の高度化

・販路開拓、企業マッチング等事業採択数

・ＡＩ・Iot等導入支援事業採択数

・新たな自社ブランド創出事業採択数

件（累計）

件（累計）

件（累計）

５４
（Ｈ26年度までの5ヵ年）

１１４
（Ｒ1年度までの10ヵ年）

１０４
（Ｈ30年度までの9ヵ年）

１７５
（Ｒ6年度までの15ヵ年）

５　（Ｒ6年度）

５　（Ｒ6年度）

・地域産業の活性化
・（再掲）企業の経営基盤強化

・販路開拓、企業マッチング事業
・産学官連携推進事業
・福井高専への眼鏡工学科（仮称）設
置の検討
・メガネメッセの開催
・伝統産業とITを生かした地方創生事
業
・漆の最先端技術活用支援事業
・伝統的工芸品月間国民会議全国大
会開催事業
・繊維産業の川上から川下までの産業
集積を活かした新商品開発事業
・ＡＩ・Iot等導入支援事業
・新たな自社ブランド創出事業
・農商工連携事業
・さばえの野菜づくり支援事業
・「さばえ野菜」産地育成支援事業
・さばえ菜花米づくり支援事業
・さばえブランド菜花米支援事業
・スマート農業の促進
・（再掲）制度融資事業（中小企業振興
資金、小規模企業者特別資金、開業
支援資金など）



鯖江市総合戦略　体系図

　　　　　　　　　　　基本目標
　青字：目標達成に向かっている
　黄字：改善しているがぷぴ度が遅い
　赤字：後退している

基本施策

魅力ある雇用の創出

眼鏡のチタン加工技術を活かした新産
業の創造

若者に魅力ある働く場の確保

女性が輝くまちの創造

楽しくてもうかる農業経営の確立

　【成果指標】・・・H31年度に
・成長分野における従業者数　２５０人
　　　　　　　　　　 ２３５人 （Ｈ30年度）

　　　　　　　　　　３３０人（Ｒ6年度）

既存産業の高度化

策定方針（強化すべき内容） 推進委員の意見 男女共同参画ＮＷの意見 市民協働推進会議 商工会議所青年部 鯖江地区商店街連合会役員会

・若者に魅力ある働く場の確保の強化
・若者の働きやすい環境づくりの強化

・廃業を抑制するため、後継者のない
企業と、都市部の事業を行いたい人材
のマッチングを
・経済的ブランディングを出していく
・女性のＵターンの増には、サテライト
オフィスを増やすことが必要

・親が子にＵターンを進めても、職がな
いと言われればどうしようもない。
・平均寿命、健康寿命が延びる中、高
齢者のワークシェアを考え、若者の働
きすぎの解消を図ることが必要。介護
分野などきつくて人材が不足していると
ころでワークシェアすれば若者が助か
るし、高齢者の元気にもつながる。

・若者がわくわくしているかが大事。
・高専から地元に就職させるとか現実
的なことをしないといけない。
・大企業が鯖江にあるとより良い。
・今の若者はシビアで、個人主義で、収
入の面や楽しい仕事ができるかを重視
する。
・若者は、基本的にお金がない。稼げる
市になってほしい。

・どういう仕事を求めているかをきちん
と把握して求人することが必要。

・仕事と子育てを両立できる環境づくりの
強化
・家庭や地域生活等の私生活を充実でき
るよう多様な働き方の推進の強化

・女性や教員が幸せと感じているかを
指標にする
・女性が活躍すると家庭が崩壊すると
も言われる。
・福井の女性は働く意欲は高いが、
キャリア意識が高くない
・仕事と子育てを両立しながら無理なく
自己実現できるとよい

・若い女性は働く意欲があるので、毎日
働くのは辛い年寄りが労働をシェアす
ると働きやすいのではないか。
・女性と男性の目線は違う。女性に任
せてほしい。共働きが多く女性は活躍
しているが輝いていない。女性は前に
出られない。
・女性も活躍できる場をもっと提供しな
がら子育ても出来るとよい。

・楽しい農業でなければ続かない
・収入増に向け、作物を売れる組織を
作る

・自然栽培に対する若者の関心は高
い。嶺南では、従事者育成の取組みに
より、都会から２桁くらいの若者が従事
しているし、レストランには東京や大阪
から客が来ている。講演にも多くの人
が集まる。温暖化対策や人口問題に貢
献すると思う。

・既存産業の技術とＩＴの融合により、生
産性が高く、所得が上がる仕事を創出
（ＫＰＩにも加える）
・デザイン力、企画力、技術力、短納期
など、ハイテクと伝統を追求する
・優秀なデザイナーがいるので、デザイ
ン施策を打ち、鯖江コレクションを作る
・官民が連携した販路開拓を
・中小企業には高い技術力や素晴らし
いビジョンを持つところが多いのでＰＲ
すれば大都市からも注目される

・市民が鯖江ブランドを知らない、眼鏡
が買いずらい、買うところがない、来訪
者が魅力に感じる眼鏡づくり体験等を
できるところない、眼鏡ならここというと
ころがない、知らない、工場見学ができ
るとなお良い（品質の高さがわかっても
らえる）などの課題がある。
→飲食店などに紹介パンフを置いても
らう
・住みながら仕事を探すのは大変なの
で、職人を養成する専門学校を作って
はどうか。即戦力となる人材を育てるこ
とで、地元企業は助かるし、学生として
も、鯖江をよく知った上で就職し住むこ
とになるのでよいのではないか。

・県外に行くと、眼鏡の産地としての鯖
江は大変良く知られている。市長のブ
ランディングは素晴らしい。



鯖江市総合戦略　体系図

策定方針（強化すべき内容） 推進委員の意見 男女共同参画ＮＷの意見 市民協働推進会議 商工会議所青年部 鯖江地区商店街連合会役員会

その他全体に関わる内容

・女性のエンパワーメントを地域のエンパワー
メントに
・【国の新たな視点】ＳＤＧｓを原動力とした地
方創生
・【国の新たな視点】女性、高齢者、障がい者
など誰もが活躍できる社会
・【国の新たな視点】Ｓｏｃｉｅｔｙ5.0の実現に向け
た技術の活用

・多様性を認める。人権を尊重する
・弱者（障がい者。外国人）も住みやすい移動
手段や教育を担保
・未婚の中年男性、外国人の女性が抵抗なく
地域行事に参加できる環境
・魅力あるまちであるためには、鯖江のように
デメリットを恐れず尖った事業を開拓すること
が必要
・女性の活躍、後継者問題、若者の東京集中
に対して、多様性を認め、寛容になりつつ鯖江
らしさを作っていく

・市の施策についてＰＲが足りず、市民の理解
が不十分。

・福井と武生をつなぐハブ的な自治体になれ
ば福井県全体が盛り上がるし、嶺北視点で動
けばもっといろんなことができると思う。
・フォアキャストでなくバックキャストで作成した
計画をいかに作るか。
・あまり高い目標を置くのではなく、人口が減
ることを受け止めた上で、それでも住みやすい
鯖江をいかに目指していくかの方が良い。
・計画を立てても実行する人がいないと意味が
ない。

・地元の人が喜ぶ、便利な、幸せなまちである
ことが一番である。


